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外国人の子ども・保護者向け生活設計支援事業
（公財）岐阜県国際交流センター

～子どもの教育環境の充実～

生活設計支援の必要性
岐阜県には、2018年 12月末現在、約 5万 3千人の
外国人が暮らしており、全国的にみても外国人の比率が
高い地域となっています。そのうち約４割を占めるフィ
リピン人、ブラジル人は、長期在住者が８割以上で永住
化が進行しており、これに伴い、外国人児童生徒数も
年々増加傾向にあります。
子どもの教育には多くのお金がかかりますが、在住外
国人はことばの壁から日本人が当たり前に理解している
日本の教育制度や教育費、働き方について情報不足や知
識不足になり易く、金銭面の備えも十分ではない家庭が
多いため、日本での生活や将来の見通しが立てづらい状
況にあり、子どもの進学にも大きな影響を及ぼしている
のが現状です。また、子どもたちも進路に関する情報不
足やロールモデルを持つ機会がないことから自分の将来
を描きづらい状況にあります。
こうしたことから当センターでは、岐阜県多文化共生
推進基本方針に基づき、外国人の子どもや保護者、とり
わけ定住化傾向の強いブラジル人、フィリピン人を対象
に日本での定住に必要な情報を提供するとともに、将
来を見据えた生活設計を行うライフプラン講座を 2016
年度から実施してきました。

生活設計に必要な情報
情報①　日本の教育制度、教育費：年金、税、保険など
幅広い知識をもち依頼に基づいて生活設計のアドバイス
を行う、ファイナンシャルプランナーが、小学校から大
学・専門学校までの制度や費用、公立私立の違い、受験
などについて紹介しました。
情報②　教育費を貯める方法：教育費を貯めるには、必
要となる前に先取りすることが大切であると強調しまし
た。日々の生活で手一杯で先取りは難しいとの声が多く
ありましたが、児童手当を貯める、定期預金や学資保険

を利用するなど具体的な方法を挙げることで､ 自分にも
できる方法があると知り関心が高まりました。また、ど
うしても足りない場合として、県や国、JASSOなどが
行う奨学金制度などについても紹介しました。
情報③　日本の社会保障制度：社会保険と国民健康保
険、厚生年金と国民年金に分けて、対象者や加入手続き、
保険料の支払い方法、給付の具体的な内容について紹介
しました。労災保険や雇用保険制度についても紹介し、
毎月の給料から天引きされている保険料は、老後や障が
い状態になったとき、遺族になった場合など、もしもの
時に受け取ることができることを伝え、制度への理解を
深めていただきました。

情報④　生活設計の必要性：生活設計を行うことは、将
来必要となる費用を見通し、計画的に準備することがで
きるとして、月々や年間の収支を把握し使いすぎている
費用がないか確認してみることを勧めるとともに、家族
のライフプランを立ててみることを促しました。
情報⑤　職業や働き方を知る、目標をみつける：子ども
向け講座として、自らの生き方や進路を早いうちから考
え、希望する将来の実現に向けて取り組むきっかけとな
るよう、正社員と非正規社員の働き方の違いやメリット
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外国人児童が多数在籍する可児市の小学校での講座。資料は
あらかじめ翻訳し、当日は逐次通訳が不可欠
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とデメリットについて紹介するとともに、進路や職業の
目標となる外国人先輩の体験談を聞く講座を開催しま
した。

それぞれのプランの実現を目指して
この取り組みの成果はすぐに現れるものではありませ
んが、今後も子どもと保護者への情報提供は繰り返し継
続していく必要があります。子ども、保護者双方に働き
かけることで、子どもが親に相談し、親が子どもにアド
バイスできる環境を整え、親子間のコミュニケーション
の促進も期待されます。2017年度にはクレアの助成金
を活用して本講座の内容をまとめたガイドブックを発行
し学校などに配布、2018年度には講座の動画を日本語、
ポルトガル語、タガログ語で製作し、Web上で公開、
講座を受講できない方や支援に関わる方にいつでも活用
いただけるようにしました。我々も引き続き、外国人県
民が日本人と共に安心して暮らし、将来地域の担い手と
なって活躍いただけるよう取り組んでいきます。
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講座の動画をポルトガル語、タガログ語で製作（吹き替え）。
前年度に発行したライフプランガイドブックに沿った内容で
解説が進む

子どもと保護者が一緒に参加した中学校での講座。将来なり
たい職業を挙げ、すでに自分の将来に意識をむけている子ど
ももいた

ブラジル人学校での講座では、JET プログラムの国際交流員
（CIR）が外国人先輩として体験談やアドバイスを行った

高校の定時制課程の生徒を対象とした講座では、給与明細の
見方について解説、特に控除される保険料や税金について詳
しく説明した。※講師提供資料

講座の内容をまとめたライフプランガイドブック（日本語版、
ポルトガル語版、タガログ語版）


